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4,000
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第4次吉田町総合計画 基本構想

第4次吉田町総合計画

就業者数
計画の目標年次である平成 27年（2015 年）の吉田町の人口は 30,000人、世帯数は 9,700 世帯
と想定します。
年齢階層別では、年少人口（15歳未満）が 14.9％、生産年齢人口（15～64 歳）が 61.7％、高齢者
人口（65歳以上）が 23.4％を占めるものと想定します。

平成 27年の吉田町の就業者数は16,900人と想定します。
産業別では、第１次産業が 500人、第２次産業が 8,700人、第３次産業が
7,700人と想定します。

第1章

第 節 人口・世帯数1 第 節2

人口・世帯数 就業者数

総人口は、平成17年４月１日現在の住民基本台帳をもとに、
コーホート要因法により算出。（平成 22 年以降は推計値）
世帯数は、国勢調査をもとに、曲線推計により算出。（平成
17年以降は推計値）

コーホート要因法：コーホートとは、同年（又は同期間）に出生
した集団のことを指し（本推計では年齢５歳階級別）、コーホー
ト要因法とは、その集団ごとの時間変化（出生、死亡、社会移
動）をもとに人口の変化を捉える方法です。

＊

就業人口は、国勢調査をもとに曲線推計により算出。
（平成17年以降は推計値）
＊

＊

平成2年（1990年）

平成7年（1995年）

平成12年（2000年）

平成17年（2005年）

平成22年（2010年）

平成27年（2015年）

昭和60年（1985年）

平成2年（1990年）

平成7年（1995年）

平成12年（2000年）

平成17年（2005年）

平成22年（2010年）

平成27年（2015年）

昭和60年（1985年）

高齢者人口

生産年齢人口

年少人口

総世帯数

基
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